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事業結果説明書 

 

１．事業の実績 

（１）事業の実施日程 
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 ＊講座Ａ 学校づくり・学級づくり（学校マネジメント領域） 

 ＊講座Ｂ へき地・小規模校の教育実践（少子化に伴う少人数教育のあり方を考える領域） 

 ＊講座Ｃ 総合的な学習の時間のマネジメント（総合的な学習の指導法の領域） 

 

（２）事業の実績の説明 

【全体概要】 

本事業では、3 つのアプローチから教員の養成-採用-研修の一体化推進に寄与できる講座の開発を

試みた。第 1 のアプローチは、信州大学教職大学院と長野県総合教育センターとの連携講座であり、

大学院教育と現職教員研修の双方の質向上を意図した連携のあり方を検証するための研修企画であ

る。具体的には、学校マネジメント領域（講座Ａ）と、少子化に伴う少人数教育のあり方を考える

領域（講座Ｂ）、そして総合的な学習の指導法の領域（講座Ｃ）の連携講座を実施した。第 2 のア

プローチは、コロナ禍でも受講できるオンライン連続セミナーとして新設した「子どもたちが行き

たくなる学校とは」（講座Ｄ）であり、不登校や発達障害など通常の教室に居づらい子どもたちの

問題を取り上げた。そして、第 3 のアプローチは、長野県内の教員研修事業に携わる機関それぞれ

の責任者をパネリストに迎えて実施した公開フォーラム：「信州の教員研修のあり方を再考する」

（講座Ｅ）の運営実施である。これらすべてを信州大学教職大学院の教員が中心となって企画運営

し、大学（大学院）と教育委員会との今後の連携のあり方を検討しながら、ラーニングポイント制

の導入を念頭に置いて各講座を実施した。 

本事業の各講座に参加した学生および現職教員の評価は高く、今後も継続的に実施運営していく

見込みもついたことにより、今年度の成果をもとに来年（令和 3 年）度も同じ講座を継続実施する

こととした（次ページ以降に来年度研修案内の該当ページを掲載）。 

以下、本報告書では各講座の実施に際して使用した資料を掲載しつつ、具体的に事業実績を説明

する。なお、引用資料に関しては、個人情報保護や守秘義務、肖像権に配慮し、一部のみ掲載して

いることをご了承いただきたい。 

 

 

子どもたちが行きたくなる学校とは 
講座Ｄ 



【講座の概要】 

①長野県総合教育センターとの連携講座 

【講座Ａ】 学校づくり・学級づくり ～チーム学校と新たな学級経営～（定員 20 名） 

 実施日：7 月 31 日（金）／信州大学教育学部附属長野中学校 

      講師：青木 一（信州大学教職大学院） 

         畔上一康（信州大学教職大学院） 

         上村惠津子（信州大学教職大学院） 

 

■第 1 部 講義 9：00－12：00 

「チーム学校と同僚性・協働体制づくり」 

チーム力を分析し、同僚性を高めながら、校内研修等、教職員が力を合わせて学校組織マネジメント

に取り組む手立てを学びます。 

①貢献力とチーム学校 

②校内研修と学校づくり 

■第 2 部 講義 13：00－16：00 

「特別に支援が必要な子どもをつつむ学級経営」 

支援が必要な子どもを擁する学級の温かい集団づくりに関する実践力を磨きます。 

③発達障害の子どもの理解と支援 

④支援が必要な子どもをつつむ学級集団づくり 

 

【講座Ｂ】 へき地・小規模校の教育実践 ～個別最適化を実現する授業づくり～ 

 実施日：8 月 19 日（水）／長野県総合教育センター 

         講師兼コーディネーター：伏木久始（信州大学教職大学院） 

宮島 新（信州大学教職大学院） 

■日程・内容 

時 間 内  容 備 考 

  9:40～ 9:55 

 9:55～10:30 

 

10:40～11:10 

  

11:15～12:00 

  

  

12:00～12:10 

13:10～13:50 

  

14:00～15:30 

15:30～16:00 

オリエンテーション、自己紹介 

講義：「少人数の良さを生かす授業づくり」 

  （講師：信州大学・教職大学院 伏木久始教授） 

発表：「木曽郡の学校が挑む自律的な学びの創造」 

  （講師：王滝村立王滝小学校 三沢敬正教諭） 

実習：G-Suit を活用した遠隔協働学習 

  （講師：信州大学・学びセンター 森下孟准教授） 

  （講師：信州大学・学びセンター 佐藤和紀助教） 

演習ガイダンス  → ＜昼食休憩＞ 

 講義：「自由進度学習」の授業づくりと指導 

  （講師：東京学芸大学非常勤講師 佐野亮子先生） 

演習：自由進度学習の単元作りと相互評価 

ふりかえり 

   

パワーポイントのスラ
イド投影 

  

  

一人一台デバイスの
準備とイヤホン 

＊Google 
Classroom 

  

 ZOOM にて東京から
遠隔で講義 



 【講座Ｃ】 総合的な学習の時間のマネジメント ～信州教育の原点から今を求めて～ 

 実施日：11 月 2 日（月）（6 月 8 日の予定を延期）／長野県総合教育センター 

講師：畔上一康（信州大学教職大学院） 

 

総合的な学習の時間を子どもと共にどのように授業づくりをすすめていくか、また学校組織として

どのように取り組んでいくのかについて具体的な実践事例にふれて学びます。 

■第 1 部 講義 「信州教育に根ざした総合の理念と授業づくり」 

■第２部 講義・演習 「子どもと共に創る総合的な学習の時間のために」 

■第３部 実践発表 「横断的・総合的な学習」 県内公立学校教諭による実践紹介 

 

これら３講座は本年度の実践を通して、次年度もほぼ同様の講座を開講する。 

 

 

 

 



②オンライン連続セミナー（ZOOM ウェビナーを活用）  

【講座Ｄ】 「子どもたちが行きたくなる学校とは」 

 

従来、県教職員の研修は総合教育センターがその役割の多くを担い、信州大学においても教職支援

センター（松本キャンパス）と教育学部（長野キャンパス）のスタッフが様々な場面で携わってきた

経緯がある。それに対して、教職大学院でも学術的な理論知を背景に、より高度かつ多様な視野から

の教員の研修機会を担うことが期待されている。 

そこで、開設初年度に予定していた事業がコロナ禍で一部中止せざるを得ない状況に代案をつくり、

長野県内各地の学校現場の声および教育関係者らの意見を吸収し、本講座を緊急に企画するに至った。

令和２年度は試行実践という位置づけだったが、教員に限らず広く受講者を募集したことから全国の

不登校児童生徒の支援団体やフリースクールなどの関係者が多くこのオンライン講座に参加した。 

この公開講座は全７回の連続セミナーとし、『子どもたちが通いたくなる学校とは』という共通テ

ーマのもとに、長野県内で子どもたちに関わる諸課題に向き合ってサポート活動をされている専門家

を講師に招き、“学校に行きづらい子”、“教室に入りにくい子”をケア・サポートしながらどのよ

うな思いを抱いておられるかを語っていただいた。マイノリティーの目線から問い直す議論を展開し、

多様な子どもたち一人ひとりが“通いたくなる”学校とはどのようなものであるのかという考え合う

セミナーとして企画した。なお、長野県教育委員会にもこのセミナーを後援していただいた。 
 
【全７回の日程と概要】 

第 1 回 9 月 25 日（金） 18:00～19:30 ◆子どもも先生も自分を好きになれる学校づくり 
  【講師】 信州大学教育学部・茅野理恵准教授／信州大学教育学部・下山真衣准教授 
   ＜指定討論＞：信州大学教職支援センター・庄司和史教授 
第 2 回 10 月 9 日（金） 18:00～19:30 ◆養護教諭からみた子どもたち 

   【講師】 川中島の保健室・白澤章子氏 
   ＜対談＞ 長野県次世代サポート課・西村智美氏 

第 3 回 11 月 13 日（金） 18:00～19:30  ◆不登校だった子ども時代の話を聴く 
   【講師】 HANPO 編集部代表・深草将雄氏 
   ＜対談＞ ブルースカイ（登校拒否を考える親と子の会）代表・松田恵子氏 

第 4 回 12 月 11 日（金） 18:00～19:30 ◆教室外の子どもの居場所 
   【講師】 NPO 法人ぱーむぼいす理事長・池田剛氏 
   ＜対談＞ 長野県教育委員会高校教育課長 井村敏明先生 

第 5 回  1 月 15 日（金） 18:00～19:30  ◆発達障害の子どもが学校から排除されやすい理由 

  【講師】 信州大学医学部附属病院・子どものこころ診療部部長・本田秀夫教授 
   ＜対談＞ 元信濃町立信濃小中学校長 峯村均先生 

第 6 回  2 月 12 日（金） 18:00～19:30 ◆学校の先生には見えにくい子どもたち 
   【講師】 CAP ながの代表・矢島宏美氏、 
   ＜座談会＞ 児童養護施設つつじが丘学園・阪本博美氏 

チャイルドラインながの事務局長・美谷島恵子氏 
 第 7 回  3 月 5 日 （金） 18:00～19:30 ◆「子どもたちが通いたくなる学校」とは 
   【ファシリテーター】 ：信州大学教職支援センター・庄司和史教授 
          ＊受講生同士のふり返りと学び合い／連続セミナーのまとめ 



③公開フォーラム： オンライン（ZOOM ウェビナー利用） 

【講座 E】 「信州の教員研修のあり方を再考する」 

 長野県教育委員会など県内の教育機関との協議を重ねる中で、関係者が一堂に会す場を設けてこれ

からの研修のあり方を考え合う機会を持とうということになり、本フォーラムは企画された。 

「信州の教員研修のあり方を再考する」と題した公開フォーラムとし、当日は独立行政法人教職員

支援機構の高岡理事長にもオンラインでご参加いただき、地域センターに対する期待等をお話しいた

だいた。その後、長野県内の教育研修を担う機関の代表者それぞれから、それぞれが担っている教員

研修の概要と、今後の研修の方向性について話題提供をお願いした。パネルディスカッション形式で

進行し、「働き方改革と連動した研修のあり方とは」（テーマⅠ）と、「連携講座・協同開設講座の

課題」（テーマⅡ）という二つのテーマを設定してパネリストの活発な議論を視聴していただいた。 

 

【公開フォーラムのタイムテーブル】 

  12:00  ZOOM ウェビナーを起ち上げ 

  12:30  登壇者（パネリスト）の最終打合せ 

  12:45  一般参加者の入室 

  13:00  開会 … フォーラム企画趣旨の説明（伏木） 

  13:05  ご挨拶 … 独立行政法人教職員支援機構地域センターへの期待等＜15 分＞（高岡） 

  13:20  パネリストの自己紹介と事業紹介（5 人✕10 分程度） 

       ①長野県教育委員会の主催研修について（曽根原好彦 学びの改革支援課長） 

       ②総合教育センターの主催研修について（飯島由美 長野県総合教育センター所長） 

       ③市町村教育委員会の主催研修について（代田昭久 飯田市教育長） 

       ④信濃教育会の主催研修について（武田育夫 信濃教育会会長） 

        ⑤信州大学教育学部・大学院および附属学校園の取り組み（宮崎樹夫 教育学部長） 

  14:10  ディスカッションの説明等 …コーディネーター（伏木久始 教職大学院専攻長） 

  14:15  テーマⅠ：働き方改革と連動した研修のあり方とは 

       ＊新たな教育課題が山積する中、教員の働き方改革も求められています。教職員が 

         ゆとりを持てなければ研修意慾も高まりません。打開策を議論したいと思います。 

  14:40  ＜休憩 10 分＞ 

  14:50  【情報提供】今後の教員養成-採用-研修の最新事情と信州大学センター事業（伏木） 

       ＜信州大学センターの事業予定の説明等＞ 

  15:10  テーマⅡ：連携講座・協同開設講座の課題 

       ＊多様な教員それぞれの研修意慾を高めることができるような研修機会を、各機関  

        各部署が連携して創出する取り組みはどこまで可能なのか議論する。 

  15:40  ふりかえり パネリストからのひと言（4 人✕2 分程度） 

  15:50  閉会の挨拶 …（信州大学センター長 宮崎） 

  15:55  （アンケート入力のご説明…入力後解散） 

  16:00  ZOOM ウェビナー終了 

 

現状における教員研修の課題を共有すると共に、これからの研修のあり方について協働すべきこと

を議論するという県内初めてのフォーラムであった。教員養成に責任のある学部・大学院としてこれ

から期待される教師像を想定し、各機関の連携の仲介を担いながら研修の質向上を求める場となった。 



パネルディスカッション

参加
無料 オンライン（ZOOM ウェビナー）

登壇者　　

2021年  3 月 13日（土）
              13：00～16：00　

※オンラインにてご参加いただきます。
ご 挨 拶 高岡　信也   独立行政法人 教職員支援機構 理事長

信州の教員研修の
あり方を再考する

パネリスト　

コーディネーター　伏木　久始　信州大学・教職大学院専攻長

Web申込サイト

曽根原 好彦　長野県教育委員会 学びの改革支援課

飯島　由美　長野県総合教育センター 所長

代田　昭久　飯田市教育長

武田　育夫　信濃教育会会長

宮崎　樹夫　独立行政法人教職員支援機構 信州大学センター長
　　　　　　　　　　信州大学教育学部長

信州大学学術研究院教育学系・伏木久始 　　hfusegi@shinshu-u.ac.jp

独立行政法人教職員支援機構　信州大学センター 
お問合わせ

主　 催

令和２年度  信州大学センター公開フォーラム

▼

https://bit.ly/2YpTKGE

FAX でのお申し込みは裏面フォームにご記入の上、下記へ送信ください

FAX026-238-4203

お申し込み（３/10締切）はこちらから



公開フォーラム事後アンケート 

 
Q1. 本日のフォーラムの議論（働き方改革と連動した研修のあり方や機関同士の連携講座
の考え方など）に関して、ご感想・ご意見などをお書きください。 
 
＜プログラム構成：多様な立場からの議論＞ 
 とても面白い議論で勉強になりました。いろいろな立場の方々が一同に集って議論す

るのは良いと思います。 
 それぞれのお立場からのお話、大変興味深かったです。 
 様々な立場で教員を支えてくださっている方のお話をお聞きできることは、非常に貴

重な場だと感じました。(以下略)  
 
＜今後の研修の在り方について、関連して働き方改革＞ 
 研修に対する考え方といいますか、求めるものが変わってきているのかな、と思いまし

た。研修を受けたことで、○○になった、例えば定時に帰れるようになったとか、授業
が深くなったとか、生徒の見えなかった部分が見えてきたとか、そういった実感がある
程度早い段階で見えてくることが望まれているかも知れません。 

 先生方の研修の在り方について、子供の笑顔のために、研修の大切さについて学ばせて
いただきました。 

 様々な立場から多様な視点でお話をしていただき、大変刺激になりました。来年度の教
育計画を立てるにあたり、本校の研修をどうしていこうか考えていたところです。参考
にさせていただきます。ありがとうございました。 

 「働かない改革」という言葉が印象に残りました。働き方の「質」の改革は必要だと思
うのですが、若い頃は「量」で稼ぐ（＝力を蓄える）ことも必要な気がします。若い頃
からセーブしている人で立派な先生になった人を見たことがありません。 

 教師の研修へのモチベーションが上がるような工夫と，研修に参加できるような時間
を保障することが大切だと感じました。現在の状況では，「格差が広がりやすい」とい
う代田教育長の心配が現実となってきていると心配しています。「働き方改革」は子ど
もたちの学びのために，教師の研修の時間を確保するために行うことであるというの
を忘れてはいけないと思います。各機関で行われている研修のねらいや立場を整理し
て，自分の課題を明確にして，そのためにはどの機関のどんな研修がよいか選べるよう
にアドバイスできる仕組みがあるとよいかもしれないと思いました。身近な人の中に
「あこがれの教師」がいることで，めざすものがはっきりしてくると思います。 

 研修に対する意欲の低下が深刻だと感じました。多忙な毎日の中、研修に対して負担感
だけが大きく、成果・効果を実感しにくくなっているのではないでしょうか。 

 話題になりましたが、研修に対する教員間の意識に温度差が大きいことが課題だと考



えます。学び続ける教員であることが必要であるにことは承知しているものの、教材研
究、書類作成、部活動、生徒指導、雑務など、余裕がなくなっている学校の状況に問題
があると思います。学校にあまりに多くのことを任せるようになってしまっている現
状を変えないと余裕は生まれてこないように思います。 

 
＜学校組織、教員集団、教員の育成＞ 
 大変勉強になりました。貴重な機会をありがとうございました。自ら学ぶ教職員の集団

をつくれたいです。 
 教員として授業力や学級経営、学年経営の力を伸ばすために学び続ける意欲をもつた

めには、自身の教員としての能力がどの程度なのか東京都や広島県のように第三者か
らのシビアな評価を受けることが必要だと感じました。自己満足では済まされない責
任感を、採用されてから早いうちにもつことが大切だと思います。 

 信州大学出身の初任者が子供に寄り添った支援ができてとても優秀で、ICT について
もすでに校内で実践をリードしている状態です。他大学出身者と比較してはいけませ
んが、飯田下伊那出身者を信州大学に送り込む必要性を私も感じます。 

 
＜機関同士の連携と働き方改革＞ 
 働き方改革と研修とを結びつけて進めることは難しいと考えていたが、今日の議論を

お聞きして、工夫次第で連動させて行うことができるきっかけを見つけられたように
思います。そのためには、各機関同士が丁寧に連携していくことが大切だと考えました。 

 機関同士の連携はとても大切だと思いました。 
 様々な機関の方々から業務内容のお話がありわかりやすく、また共通の課題を私自身

も改めて認識でき、大変勉強になりました。それぞれの機関の良さや役割を、お互いに
理解しながら繋がっていくことが大切だと感じました。ありがとうございました。 

 
＜研修の実施方法＞ 
 今日のようなオンライン研修等、好きな場所・時間で自由に受けられる研修機会が増え

ると参加へのハードルが下がってありがたいと感じます。" 
 （前略）ウェビナーがチャットやアンケート等で参加する場面がないと、この時間に都

合をつけて参加する価値を見いだしにくいとも感じます。（対談のオンライン動画の視
聴で事足りる）。話題にもあがった、講義型の研修と変わりない内容になってしまった
ことが残念です。 

 
＜その他＞ 
 新たな知見、視野を得る機会となり、大変勉強になりました。 
 これからの長野県の教員の方向を考える大切な会だと感じました。 



 教員研修の課題、来年度の長野県の教員研修の動向を知ることができて、参考になりま
した。 

 
Q2. 教員研修全般にかかわることで、日頃お考えのこと、課題だとお感じになられている
ことなどございましたらお書きください。 
 
＜学ぶ姿勢、学ぶ機会＞ 
 やはり学び続ける教員であることです。 
 若い先生方の中にも学ぶ姿勢がたくさんあります。認めていきたいです。 
 働き方に関わってだけではないと思うが、自分から意欲的に研修したい、もっと学びた

いという気持ちになる先生方が少ないように思います。 
 そして、今の自分の仕事内容に関わらないことは学んでも意味がないと、狭い捉え方の

先生方が多いように感じています。 
 学校の諸課題解決には教員だけでなく、事務職員や支援員等々全教職員の連携・協働が

欠かせないように思います。「教員」のみの研修を考えるのではなく、「教職員」研修と
して考えていかなくてはいけないのではないでしょうか。 

 大学卒業して間もない教師の意識は，今研究されていることに比較的近いと思います
が，ある程度の経験を積んだ教師の意識が更新されていかないことが悩みです。私は，
大学で免許更新講習を受けたときに学び直しの大切さを感じました。経験を積んだか
らこそ，理解しがたかったことが理解できるようになるということもあると思います。
教育書を読むことも同様です。一度読んだだけではすっきりと理解できなかったこと
が，何かのきっかっけで「あれってこういうことだったんだ」と腑に落ちる瞬間がある
と思うのです。「働き方改革」が教師の研修の機会を奪ってしまうことのないようにし
なければいけないと思っています。まずは自分自身が学んで職員に発信するように心
がけています。 

 
＜自身の立ち位置や経験年数との兼ね合い＞ 
 自分の立ち位置を考えた時に、自分の研修についてしっかり考えていかなければと思

いました。 
 定年まで務めるとして、教員生活の折り返しを過ぎてから、どのようにしていくべきか、

したいのか、多様だからこそ、一人一人にとって必要な研修も様々なはず。そこは自分
で考えなければいけないところなのでしょうけれど、せめて同じような感覚の人たち
と繋がる場がもっとあるといいと思います。 

 「学び続ける教員像」と関連しますが、何からでも学べるし、自分を高めることはでき
るはずです。それを応援する働きかけが必要だと思います。研修履歴の話題も出されま
したが、形骸化しない仕掛けを同時に考える必要がありそうですね。研修の結果、「ど



れだけ力がついたか」を確かめる「道場（＝相互鍛錬の場）」などがその仕掛けになる
でしょうか。勝ち負けではないのですが、自分の足跡を測定する公開の場があると少し
は「見える化」につながるでしょうか。 

 
＜研修の場のありかた、作り方＞ 
 同好会等に参加することは、意義あることであると思いますが、減少率という点からも

あり方が問われていると感じた。単に学ばなくなったのではなく、ニーズにあっていな
いということも大きいと思う。マネジメントの同好会もあればと思う。既存ではなく、
今、必要な同好会であれば、参加率は高まるような気がする。既存では、やらされ感が
あるものも多い。体育だけは、増加しているという点は、断れないという側面ももしか
したらあるのではないかという視点も持っていただきたいと感じた。やはり、働く私た
ちの背景やおかれる環境も多様です。 

 私は義務教育の教員ですが、高校の先生方とお話しする機会があり、そのような時には、
お互いの環境や感覚の違いを知り、非常に新鮮でした。研修は、参加してみると楽しい、
ということが多く、このコロナ禍では、教員同士の対話はやはり大切だと痛感しました。
強制ではなく、同僚と気軽に楽しく学ぶにはどうしたらよいか、まずはお茶飲み話から
始めて、関係を作っていくことを続けていこうと思います。 

 どのような研修（高まり合いの場）があれば気持ちよく子どもたちと過ごせるか、学校
や同僚と向き合えるかを考えていただきたいです。 

 基本、研修は所属する学校内で１次的に実施するべきであるように思います。そんな雰
囲気を学校で創り出していくことも必要と思います。校内の研修ではフォローできな
い内容や、新しい取り組みに係る内容についてより広い範囲で研修を行うという形が
望ましいように思います。 

 力のあるベテランの先生方が活躍する研修会はとても良いと思います。初任研やキャ
リアアップ研修にも参加してオブザーバーとしてグループ協議で話をしていただけれ
ばありがたいです。 

 研修内容が校内にどう広められているか、あまりに見えにくいことを、お話を伺いなが
ら課題に感じておりました。 

 各教科の同好会をどう活性化していくのがよいか、考えてみたいと思いました。 
 
＜研修の内容＞ 
 全国的には、今でも教員の不祥事が報道されます。教員としての研修の前に、社会人と

しての研修を実施することが大切だと思います（元民間企業勤務者の立場から見て思
うことです）。 

 大学で研究されていることと現場とがつながっていかないということを心配していま
す。 



 
＜条件面の整備＞ 
 研修をするための、時間的な余裕と精神的な余裕が必要だと思います。 
 働き方改革で生み出された時間をいかに子どものため、自分の授業力向上ための時間

をつくりだしていく、そうした文化をつくり出しくことが課題であると思われる。研修
を強制してしまうと、先生方からの反発が予想される。 

 教職員の主体性をどう育むか。研修の時間の確保と研修後の取組をどう見届けていく
かが課題だと思っています。 

 
Q3. 来年度以降の信州大学センターの教員研修事業へのご要望がありましたらお書きく
ださい。 
 
＜対象の拡充・絞り込み＞ 
議論にあったマスターズに向けての研修 
教員は専門職ですが、土台には哲学が必要だと感じます。教員研修が、専門学校のような技
能研修にのみ偏らないような構成をお願いします。 
 
＜実施形態＞ 
 Zoomでのフォーラムは、参加しやすいです。今回の会が長野市で行われていたら、き

っと申し込まなかったと思います。ぜひ、zoom で、気持ちは気楽に参加できる会を企
画していただき、そこから選択して参加できるくらいメニューが用意されるようにな
るといいなあと思います。 

 土日に受けられるオンライン研修を増やしてほしい 
 
＜縦横の展開＞ 
 まだ支援されていない各自治体への支援をお願いしたいです。 
 研修を郡市の教育会館や学校などの場所を活用し、先生方が研修へ参加する距離的な

抵抗を削減することだけでも、参加してみたい思いを生み出すことができると思う。ま
た、リモートを活用した平日の夕方の 1 時間だけの開催など、普段、学校で勤務してい
る延長で研修が行うことができると、研修への意欲が高まっていくと思われる。 

 教職大学院で学んでいる現場の先生たちの声が届くようにお願いしたいと思います。
教職大学院の仕組み自体をご存じない先生方も多い（管理職でも）ので，ひろく発信し
ていただけるとありがたいです。研究発表だけでなく，日頃どのようなことに取り組ん
でいるのかとか，カンファレンスでどのようなことを話題にしているのかなど具体的
なことがわかるといいと思います。 

 様々な点で、全国的な知見をお教え頂ける場を提供して頂ければと思います 



 南信地区、特に下伊那地区における教職大学院の拠点づくりをできるだけ早く進めて
いただけるとありがたいです。 

 魅力ある事業を行っていただいていますが、引き続き学校や教員を支えていただける
とありがたいです。 

 県や信濃教育会と連携して魅力ある研修を行っていただけたら嬉しいです。 
 
＜テーマ＞ 
 リーダーシップとマネジメント 
 ぜひ、今回と同様の多方面の方が参集しての取組を希望いたします。 
 子どもたちが通いたくなる学校づくりのセミナー、とても興味深いです。今年度、飯田

OIDE 長姫高校定時制の生徒が全国生徒生活体験発表大会で入賞しました。この生徒は
小中学校時代不登校だったのですが、それまで関わった先生方や SSW の温かい関わり
によって高校入学後にやりたいことが明確になり、今ではとても前向きに学業も部活
動も取り組んでいます。ぜひ先生方にこの作文を読む姿を見てもらいたいと思うので
す。この生徒自身も先生方に聞いてもらいたいそうです。よろしければセミナーの中で
取り上げていただければ幸いです。 

 社会が求める教員像から探る研修のあり方や内容。 
 
＜その他＞ 
 NITSとしましては、チャレンジングな研修が検討事項にあがっていて、とても期待を

しております。（失敗してもいいですので）楽しめる事業を展開していただいて、その
成果をご報告いただけますと幸いです。どうぞよろしくお願いいたします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Ｑ４．本日の公開フォーラムに参加しての満足度を５段階で評価してください。 
 

 
「とても満足」「まあ満足」という回答が 90％を占めている。一方で不満足と回答があっ

たことについて考えられる要因としては、セミナーをオンラインで実施したことに伴うも
ので、具体的には配信のみで参加者が登壇者に対してその場で質問やコメントを伝える機
会が設けられていなかったことや、生配信で時間が限定されていたが収録配信などを行っ
てもよかったのではないかなどといった理由が自由記述の内容から推察される。 

とても満足
69%

まあ満足
21%

どちらともいえない
5%

やや不満足
5%



研修に関するアンケートまとめ 
 
Q1．回答者の所属 
 

 
 
Q2. 所属先の所在地 

 

小学校・義務教育学校
28%

中学校・中等教育学
校

17%
特別支
援学校

8%

大学
5%

教育委員会など
31%

民間教育団体
5%

その他
6%

問１．あなたの勤務先の校種は次のうちどれですか？

北信
47%

中信
14%

南信
28%

東信
5%

それ以外
6%



Q3. 教職経験 

 
Q4. あなた自身が今いちばん必要だと考える研修はどのような分野ですか？ 

 

 
 
 
 

10年以下
8%

11年～20年
17%

21年～30年
44%

31年～40年
31%

カリキュラムマネジ
メント
25%

教員の同僚性・チー
ム学校
22%コミュニ

ティ・ス
クール
14%

教科の専門的知識・
技術の向上

14%

アクティブラーニン
グ・探究的な学習

11%

学級経営
8%

いじめ・不登校
3%

授業の指導法
3%



Q2+4. 所属機関別の研修ニーズ 

  

ア
ク
テ
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ブ
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グ
・
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究
的
な
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習 

い
じ
め
・
不
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校 
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ト 

コ
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ュ
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ィ
・
ス
ク
ー
ル 

学
級
経
営 

教
員
の
同
僚
性
・
チ
ー
ム
学
校 

教
科
の
専
門
的
知
識
・
技
術
の
向
上 

授
業
の
指
導
法 

教育委員会など     5 1 2 2 1   

小学校・義務教育学校 1   3 1 1 3 1   

中学校・中等教育学校 1   1 3   1     

特別支援学校   1         2   

大学           1 1   

信濃教育会 2               

その他           1   1 

 
Q5.  これまで受講した研修の中で最も有意義だったと思えたもの 
 
教科の専門的知識・技術の向上 
教材研究を中心にした講座 
同好会の研修 
教科の研究会（信州理研）です。 
カリキュラムマネジメントの方法について 
社会教育主事講習 
学校のユニバーサルデザイン化 
授業公開 



初任者研修 
附属学校での研修 
信濃教育会教育研究所研修 
特別支援教育に関わる研修 
多様な児童生徒保護者に対してどう向き合っていけばよいのかと考えたときに、zoomで受
講した特別支援関係の研修は目から鱗 
学会での授業研究会 
個人的に出かけていった県外での研修 
オンデマンド型研修 
自ら仲間を集めた研修会 
学校改善 
互いの実践を伝え合う中で、自分の実践の意味や他者の実践を意味付けていく研修 
研修とはいえませんが、先進校の視察が最も刺激的でした。 
生徒指導専門研修 
信大附属松本学校園公開研究会 
日々の教育活動 
先輩教師からの実践報告 
長野市中堅研のうち、信州大学学部生とのリフレクション研修 
つくばでの長期研修（中堅教員） 
熊本で行われたハンドボール研修 
同好会の研修 
NITS 道徳教育指導者養成研修 
義務校長 2 年目研修 
附属学校での研修 
アクティブラーニング・探究的な学習 
カリキュラムマネジメント 
教員の同僚性・チーム学校 
コミュニティ・スクール 
教科の専門的知識・技術の向上 
いじめ・不登校 
 
Q6. 研修の受講方法について、あなたの考えに最も近いものを１つ選んでください。 



 

44%

28%

14%

11%
3%

（私費参加であっても）民間教育団体・
NPO法人・大学や企業等が企画する研修
を選択できることが望ましい。

求められる研修を教育委員会が用意し、
教員はそれぞれの希望に合わせて選択研
修として実施することが望ましい。

個々の教員から提案された内容・方法を
教育委員会等が企画して研修を実施する
ことが望ましい。

求められる研修を学校ごとに内容・方法
を決めて実施することが望ましい。

求められる研修を教育委員会が悉皆研修
として実施することが望ましい。



公開フォーラム 「信州の教員研修のあ り方を再考する」

講演資料



参考資料】 ～講座で使用した配付資料の抜粋～

＜学校づくり・学級づくり～チーム学校と新たな学級経営～＞資料編①



＜学校づく り ・学級づく り ～チーム学校と新たな学級経営～＞資料編②



＜学校づく り ・学級づく り ～チーム学校と新たな学級経営～＞資料編③



【参考資料】 ＜へき地 ・ 小規模校の教育実践 ～個別最適化を実現する授業づく り～＞資料編①



【参考資料】 ＜へき地 ・ 小規模校の教育実践 ～個別最適化を実現する授業づく り～＞資料編②



【参考資料】 ＜へき地 ・ 小規模校の教育実践 ～個別最適化を実現する授業づく り～＞資料編③





【参考資料】＜総合的な学習の時間のマネジメント ～信州教育の原点から今を求めて～＞資料編①
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